（別添様式１）
平成23年度　９月補正予算　　　支出科目　款：警察費　項：警察管理費　目：警察本部費
	事業名: 一般運営費（警察施設省エネ化設備整備事業）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　警察本部　総務室　会計課　電話番号：058-271-2424（内2211）

　　　　　　　　　　  E-mail：c18873@pref.gifu.lg.jp
	事業費


補正要求額：2,722千円
（現計予算額：149,212千円　　補正後予算額：151,934千円）

	要求内容


	１　要求の内容


　県警は「エネルギーの使用の合理化に関する法律」に基づき、各種の節電対策に取り組んでいるところであるが、先般の東日本大震災の影響による中部電力浜岡原子力発電所の停止に伴って、更なる電力使用量の削減にも対応することとなり、県の「岐阜県庁省エネ・新エネ推進連絡会議」と歩調を合わせて省エネ対策に取り組むこととなった。
県下各地域の治安拠点として、２４時間、３６５日常時稼働する第一線警察施設の照明については、県民の安全・安心のため、治安への影響を最大限に考慮した節電対策が求められることから、必要不可欠な点灯時間を維持しつつ、これまで以上の節電・省エネを進めるため、常時点灯が必要な箇所について、照明機器のＬＥＤ化を実施するものである。
	２　所要経費


ＬＥＤ蛍光灯購入経費　　　　　2,722 千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
４　犯罪や暴力、事故のない地域をつくる
	２　これまでの取組状況


警察施設の省エネ対策については、これまでも事務室等の消灯、時間外勤務時の部分点灯、冷暖房の温度管理、エレベータの部分休止などを実施しており、「岐阜県庁省エネ・新エネ推進連絡会議」での議論を踏まえ、一層の取組みを進めている。

・　空調機器稼働時間の短縮

・　高効率照明ランプへの更新

・　省エネタイプ機器への更新

・　蛍光灯の削減

　　
	３　これまでの取組に対する評価


　節電・省エネ対策に取り組んできた結果、エネルギー使用量の削減に効果が認められる。
	決定額の考え方


　
	要求額の財源内訳（単位：千円）
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